
Topics 

■ 診療科紹介 産婦人科 

■ アミロイドPET検査について 

■ 地域医療・患者支援センターからのお知らせ 

  

患者様のご回復とご家族が心穏やかに過ごせることを願い、今年も七夕飾りを実施しました  

診療科紹介  産婦人科 

 2025年4月から、常勤医師4名（うち産婦人科指

導医３名）で診療を行っています。 

診療体制 

 以下のような産科婦人科疾患全般の診療を行っ

ています。 

①周産期 

 正常分娩および軽症の合併症妊娠の管理 

②婦人科腫瘍 

 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がんなど悪性腫瘍 

 子宮筋腫、子宮腺筋症、卵巣嚢腫、子宮内膜ポリープ  

 などの良性腫瘍 

③生殖・内分泌 

 月経異常 

 体外受精を含む不妊治療 

④女性のヘルスケア  

 骨盤臓器脱、更年期障害 

 

診療内容 

 婦人科良性腫瘍、骨盤臓器脱症例ではda Vinci 

Xi認定医および日本婦人科ロボット手術学会のプ

ロクター資格を有する医師のもと2024年10月か

ら良性疾患に対するロボット（da Vinci Xi）支援

下手術も開始しています。 

 ロボット（da Vinci Xi）支援下手術は、３Dイ

メージ拡大視野下で術者の手と同じように同じよ

うに自由に稼働するロボット鉗子を操作し行いま

す。そのため、開腹手術では見ることが困難な狭

く奥まったスペースにおいても、腹腔鏡手術より

も制限が少なくより繊細な操作が行えます。具体

的には高度肥満症例の婦人科手術、骨盤深部での

繊細な手技が必要な骨盤臓器脱の仙骨腟固定術な

どです。 

当科の特徴 



 月 火 水 木 金 

午前  

受付・診療／ 

8～11時  

妊婦健診 德井 貴子 大西 美嘉子 山下 瑞穂 德井 貴子 大西 美嘉子 

婦人科 加藤 剛志 大西 美嘉子 加藤 剛志 德井 貴子 山下 瑞穂 

午後  

受付・診療／ 

13～16時   
手術・検査 

 当科では、骨盤臓器脱に対しては、保存療法か

ら手術療法（従来の腟式子宮全摘出、腟形成術や

腹腔鏡下仙骨腟固定術）まで患者さんの状態に

よって選択しております。仙骨腟固定術の術式の

特徴は、まず子宮上部切断術を行い、腟管を剥離

し、メッシュの尾側端を留置・固定し、頭側端の

メッシュを仙骨前面の前縦靭帯に吊り上げ固定す

る手術です。腹腔鏡下手術では、へそや下腹部に

5mmから1cm程度の小さな傷が計4箇所です。ロ

ボット支援下手術では、腹腔鏡より少し傷の位置

が上方になりますが、通常小さな傷が計5箇所で

す。仙骨腟固定術は従来の腟式子宮全摘、腟形成

術に比べ再発率が低く、腟の短縮・狭小化は起こ

りません。コントロール不十分な糖尿病など易感

染性症例では禁忌となりますが、適応があれば積

極的に行っております。 

 子宮内膜ポリープは不妊症（着床障害）の原因

になっていることがあり、子宮鏡下切除を勧めて

おります。従来の子宮鏡手術システムだけではな

く、フルディスポーザブル硬性子宮鏡も使用して

います。これはモニターや光源装置など大型の外

部装置を必要とせず、子宮鏡から液晶ディスプレ

イまで全ての機器に対して使用前の滅菌作業が不

要です。挿入部の最大径が4.4mm と細く、患者さ

診療科紹介  産婦人科 

外来担当表 

（文責 山下 瑞穂 ）   

んにより負担の少ない治療が提供できると考えて

います。 

 患者さんにとって婦人科受診は敷居の高いもの

と思われますが、一人ひとりに寄り添った最適な

治療を提供できるよう努めてまいります。どうぞ

お困りのことがあれば、当科にご相談ください。 

産婦人科が２カ月に１回発行している『カンガルー通

信』です。当院のInstagramでも発信しています。 



アミロイドPET検査について 

アルツハイマー病は認知症をきたす疾患とし

て代表的なものですが、その発症メカニズムや

病態進行の仕組みについてはまだ十分に解明さ

れておりません。しかしながら、アルツハイ

マー病患者では、脳は萎縮し、病理学的には大

脳皮質に「老人斑」や「神経原線維変化」が見

られることが特徴です。「老人斑」はアミロイ

ドβが蓄積したもの、「神経原線維変化」はリン

酸化タウが線維を形成し蓄積したもので、「ア

ミロイドβ」、「タウ」というタンパク質がアル

ツハイマー病の発症に関わっていると考えられ

ており、これらを標的とした治療が研究されて

います。そして、このアミロイドβに対する抗体

薬が、日本においては2023年12月に保険収載さ

れるに至っています。 

 現在、日本では、アルツハイマー病による軽

度認知障害または軽度認知症に対する抗アミロ

イドβ抗体薬としてレカネマブとドナネマブの2

種類が保険収載されております。これらは、ア

ルツハイマー病の脳に蓄積するアミロイドβに作

用し、アミロイドβを除去することによって認知

機能低下の進行を抑制するとされています。そ

のため、抗アミロイドβ抗体薬を投与するには、

脳内のアミロイドβ蓄積を示唆する所見の有無を

確認することが必要となります。 

 アミロイドβ蓄積を確認する方法は2つあり、

アミロイドPET検査と脳脊髄液検査がありま

す。どちらを受けるべきかは、個々の患者さん

の状況によるところもありますが、脳脊髄液検

査に比較して、アミロイドPET検査は低侵襲

で、アミロイドβの蓄積を直接画像化できる点が

利点とされています。 

当院では2024年8月より、保険適用でのアミ

ロイドPET検査を行っております。診察、認知

機能検査等で抗アミロイドβ抗体薬投与適応では

ないかと考えられる患者さんで、アミロイド

PET検査を希望される場合には当院にご相談を

頂きたく存じます。 

また、当院でも投与基準を満たしていれば、

抗アミロイドβ抗体薬は、レカネマブとドナネマ

ブいずれも投与可能ですので、こちらもご相談

いただければ幸いです。 

対象者 軽度認知症の方 

脳神経内科へFAX受診予約をお願いします 

【お問合せ先】 

地域医療・患者支援センター 

  TEL 087-813-6699 

  FAX 087-813-6799 



高松市立みんなの病院 〒761-8538 香川県高松市仏生山町甲847番地1 087-813-7171（代表） 

 
受付時間 

平日（月～金） 8時30分～18時00分 

土曜日 9時30分～13時00分   ※土曜日はFAX予約受付のみ 

電 話 （087）813-7171（代表）／（087）813-6699（紹介予約専用） 

Ｆ Ａ Ｘ （087）813-6799（直通） 

 0120-834-224（フリーダイヤル   ） 

 ※フリーダイヤルは県内固定電話のみ対応しております。 

患者さんをご紹介いただく際に、地域医療・患者支援センターへ事前にFAX予約をお願いいたします。 FAX予約を 

お願いします 

地域医療・患者支援センターからのご案内 

 当院では、広報紙等のデジタル化等への変更を、 

こちらのQRコード、メール、お電話にて随時受け 

付けております。お気軽にご連絡ください。 

 広報紙、セミナー等のお知らせは、当院のホーム

ページにも掲載しております。 

【問合せ先】 

 地域医療・患者支援センター 橋本・杉原 

 087-813-7171 ㈹ 

 spau66r9@dance.ocn.ne.jp 

当院WEBサイトに

も、各種掲載して

おります！ 

変更等はこちらから→ 

 当院では、医療・介護関連施設の職員を対象とした研修会をZOOMにて開催しております。 

毎月異なる話題を提供し、日々の業務に役立つ情報や最新の医療等についてお話ししています。 

皆さまの御参加をお待ちしております。 

8/28（木）開催 

お申込みはこちらから 

9/25（木）開催 

お申込みはこちらから 


